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図 1-1 「高等学校における運動部活動加入率（山崎ほか，2013）」を基に筆者作成 
 
 



























れている（金崎，2000a; Tammelin et al., 2003）。欧米を中心とした先行研究では、高校
や大学期の学校における競技スポーツ経験が、将来的な運動習慣に影響を与えていること
が明らかにされている（Bucher, 1974; Howell and McKenzie, 1987; Malina, 1996; 
Vanreusel et al., 1997; White and Curtis, 1990; Curtis, McTeer and White, 1999; 
Tammelin et al., 2003）。米国で 3500名以上の成人を対象に行われた調査では、高校・大
学などの学生時代に競技スポーツを実施していた者の成人期の運動・スポーツ実施率は、そ






Curtis, 1990; Curtis and White, 1992）。 
Curtis, McTeer, and White (1999)は 9,815名のカナダの成人を対象に調査を行った結
果、学生時代に競技スポーツを実施していた者は、30代、40代、50代以上になっても継続









































































説明するのに有効な手段として、スポーツ・コミットメント理論（Scanlan et al., 1993a; 

































































McCallister, 1997; Bianco, 2001; Malinauskas, 2008）。ソーシャルサポートが競技者の
競技スポーツ実施・継続に対するストレスや心配を軽減すること（Noblet et al., 2003; 
Hardy et al., 1991）、家族などの重要な他者からのサポートを認知することが、運動実施







つとして、ソーシャルサポートが注目されている（Alexandris et al., 2002; Noblet et 
al., 2003; Hardy et al., 1991; 菅ほか，2011）。 
 
 







も検討が行われている。Carpenter and Coleman (1998) は 78名のクリケット選手を対象
に調査を実施し、他者から受けるソーシャルサポートを認知している選手ほど、スポーツ・
コミットメントが強くなることを明らかにしている。また、Scanlan et al. (2003) は 15
名のラグビー・ニュージーランド代表を対象に調査を実施し、両親やコーチ、チームメイト
から受けるソーシャルサポートの認知がスポーツ・コミットメントの形成に関連している
ことを示している。一方で、Weiss et al. (2001)は 198名のテニス選手を対象に調査を実
施した結果、他者から受けるソーシャルサポートはスポーツ・コミットメントに影響を与え










（Carpenter and Coleman, 1998）や関連が認められないことが示されている（Weiss et al., 
2001;  Carpenter, 1992; Weiss and Weiss, 2007）。また、スポーツ・コミットメントを規
定する要因は個人の心理的側面が強く影響していること（Weiss and Weiss, 2003; 
VanYperen, 1998; 萩原・磯貝，2013b）から、ソーシャルサポートとスポーツ・コミットメ
ントの関連の検討には心理的側面を媒介要因として考慮することが必要であると思われる。 








を規定する要因の検討が進められている（Scanlan et al., 1993a; Scanlan et al., 1993b; 
Scanlan et al., 2003; Carpenter and Coleman, 1998; Weiss, Kimmel, and Smith, 2001）。 










る楽しさ（enjoyment）」は、一連の先行研究（Scanlan et al., 1993b; Carpenter et al., 



























点をあてる発達理論を基軸とした検討が行われてきた（Josselason, 1987; Marcia, 1966）。
スポーツ科学分野においても、スポーツ選手の自己形成について検討が行われる場合、大学
生などの青年期のアイデンティティー形成過程に着目し、研究が行われている（Brewer, Van 






ィー（Brewer, Van Raalee, and Linder, 1993）が注目されるようになり、欧米を中心に研




究が進められている（Houle, Brewer, and Kluck, 2010; Matheson et al., 1994; Hale, 
James, and Stambulova, 1999）。競技者アイデンティティーとは前述したように「競技者の




が進められている（Beisser, 1971; 中込, 1987; 高見ほか, 1990; 中込・奥田, 1993 ; 




知が高い者ほど、スポーツへの傾倒を示していること（Danish, 1983; Brewer, Van Raalee, 
and Linder, 1993）から、競技者アイデンティティーがスポーツ・コミットメントへ影響し
ていることが示されている（Anderson et al., 2009; Horton and Mack, 2000; Chen, 
Snyder, and Magner, 2010）。さらに、競技者アイデンティティーは、スポーツ行動を促進
する要因の一つであるとされ、競技者アイデンティティーが強く形成されている者ほど、ス
ポーツを実施していることが明らかにされている（Good et al., 1993; Matheson et al., 
1994; Tasiemski et al., 2004; Lamont-Mills and Christensen, 2006）。Lamont-Mills 




















ティーなどの要素が影響していることを提示している。さらに、Stryker and Serpe (1982)、






ィーとコミットメントの関連性について検討が行われている（Curry and Weaner, 1987; 
Curry and Parr, 1988）。特に、競技スポーツにおいては、競技者としての役割がスポーツ
実施・継続への基礎となり、役割の認知が高い者ほど、スポーツへの傾倒を示していること
（Danish, 1983; Brewer et al., 1993）から、競技者としてのアイデンティティーとスポ
ーツ・コミットメントの関連が検討されている（Stryker and Serpe, 1994; Chen et al., 
2010; Horton and Mack, 2000）。 
競技者アイデンティティーについて、Brewer, Van Raalee, and Linder（1993）は「競技
者の役割として認知している自己」として示し、また、中込（1993）は競技者アイデンティ
ティーを「自分はどういう競技者なのか、どういうスポーツ競技者になりたいかなどの主観









et al., 1993; Matheson et al., 1994; Tasiemski et al., 2004; Lamont-Mills and 
Christensen, 2006）。 
それらを踏まえ、競技者アイデンティティーを強く形成している者ほど、スポーツ実施・
継続に対するコミットメントが高くなるという仮定をもとに、Horton and Mack (2000) は
米国の 236 名のマラソンランナーを対象に調査を実施した結果、競技者アイデンティティ
ーが高い者はスポーツに対するコミットメントも高いことを明らかにした。また、Chen, 






















ィーに影響を与えていること（Daniels et al., 2005; 萩原・磯貝，2014）や競技レベルや
運動能力などの身体的要因が競技者アイデンティティーと関連していること（Houle, 




Stryker and Serpe (1982)は、ある行動に対する役割に対するアイデンティティーを維
持するために最も重要な要因は、そのアイデンティティーに関連するところの人間関係に



















討が行われている（Caldwell et al., 1989; 宮下・渡辺，1992; 福岡ほか，2000； 磯
谷・岡林，2012; 竹澤・小玉，2004）。 










































































図 1-3 先行研究のまとめ 
 
























































































































































































































第 2章 スポーツ・コミットメントの評価法の確立と関連要因の検討 
１．目的 
２．方法 
  １）調査対象者 
  ２）調査内容 
  ３）分析手順 
３．結果 
  １）評価尺度の作成 
（１）信頼性・因子的妥当性および構成概念妥当性 
   （２）尺度の再現性 



























Scanlan et al．（1993a）のスポーツ・コミットメントモデルが存在する（Chu and Wang, 
2012）。SCM はスポーツに対する楽しさ、参加価値、魅力などの心理的な要因がスポーツ参
加・継続に関連のあるスポーツ・コミットメントを規定するということを示したモデルであ
る（Scanlan et al., 1993a; Scanlan et al., 1993b; Scanlan et al., 2003）。そして、
スポーツ競技者を対象にスポーツ・コミットメント形成要因を検討するための調査尺度が
開発され、その中で、スポーツ・コミットメントそのものを測定する尺度として、スポーツ・




（Carpenter et al., 1993; Casper and Andrew, 2008; Weiss et al., 2001）。また、ア
ジア諸国においても、この尺度を援用した競技者のスポーツ・コミットメント研究が進んで




いる（金崎・橋本, 1995; 金崎, 2002）。しかしながら、わが国では、競技者を対象にした


































Scanlan et al.（1993a）、Scanlan et al.（1993b）によるスポーツ・コミットメント尺
度は“How dedicated are you to playing in (program)?”、“How hard would it be for 
you to quit (program)?”、“How determined are you to keep playing in (program)?”、
“What would you be willing to do keep playing in (program)?”、“How proud are you 
to tell other people that you play in (program)?”、“Do you want to keep playing in 
(program)?”の 1因子 6項目で構成されている。尺度の冒頭文は「それぞれの質問項目に合
わせ、回答してください。」と記されており、回答項目はそれぞれの質問項目に合わせ設定
され、5 段階評定で構成されている。例えば、“How dedicated are you to playing in 
(program)?”に対しては、「not at all dedicated (1)」から「very dedicated (5)」とな
っており、“How determined are you to keep playing in (program)?”に対しては、「not 


















表 2-1 スポーツ・コミットメント尺度項目 
 




項目 5点満点、合計 30点満点）の上位 25％、下位 25％の調査対象者を抽出し、質問項目ご
とに上位群、下位群の平均得点に対して、G-P分析を実施した。次に、尺度の因子構造を確
認するため、最尤法、プロマックス回転による探索的因子分析を実施した。分析は、原版で




標は Goodness of Fit Index(GFI)、Adjusted Goodness of Fit Index(AGFI)、Comparative 
Fit Index(CFI)、Root Mean Square Error of Approximation(RMSEA)を使用した。α係数は
一般的に 0.7 よりも大きい場合、質問項目が妥当であると判断される（Cronbach, 1951）。
GFI、AGFI、CFIはモデルが適合するためには、1に値が近いほどモデルの説明力があるとさ







































































図 2-1 検証的因子分析結果 






























  －スポーツ実施頻度との関連および既存尺度との比較－ 
スポーツ・コミットメントはスポーツ参加および実施頻度との関連が先行研究（金崎・橋




ポーツ参加活動状況を見ると、1～44点が 34.4%、45～74点が 30.5%、75～100点が 35.1%と
なっており、概ね 3つのグループに分類することが可能であると判断し、3段階でスポーツ
参加活動状況を評価した。評価は高頻度にスポーツを実施している者（75～100点）、Bは中























図 2-2 身体活動得点の度数分布図 





図 2-3 身体活動得点とスポーツ・コミットメントの程度の関連 
 
４．考察 







































している先行研究（金崎・橋本, 1995; 金崎, 2002）、および、スポーツ・コミットメント
が高い者ほど、競技スポーツへの参加頻度が高いことを明らかにしている先行研究（Casper, 





















































  ２）調査項目の検討および調査内容 
  ３）分析手順 
３．結果 
  １）評価尺度の作成 
（１）信頼性・因子的妥当性および構成概念妥当性 
   （２）尺度の再現性 























Sallis et al. (1987) は運動や身体活動に関する様々なサポートについて、家族や友
人などの重要な他者から、どの程度サポートを受けているのか評価する尺度を作成し、調
査した結果、運動継続には運動に関連するサポートが重要であることが明らかにされてい






























































（男性：395 名、 女性：168 名）を対象とした。対象者の平均年齢は 19.59 歳（±1.23）、
競技種目は、野球 109 名、バスケットボール 73 名、陸上競技 72 名、サッカー62 名、剣道
59 名、バレーボール 24 名、ハンドボール 30 名、柔道 20 名、水泳競技 19 名、ラグビー17
名、ラクロス 14 名、テニス 11 名、体操競技 11 名、新体操 8 名、卓球 7 名、レスリング 7
名、アメリカンフットボール 6名、スカッシュラケット 5名、ソフトボール 3名、バドミン












































































































に G-P 分析を実施した結果、すべての質問項目に関して、上位群が下位群よりも有意水準 
0.1%以下で高いことが確認されたことから、すべての項目を採用することとした。 
ソーシャルサポート尺度のサポート提供尺度 6 項目について、因子負荷量 0.4 以上を基
準として探索的因子分析（最尤法，プロマックス回転）を実施した結果、6項目 1因子構造
が確認された（表 3-1）。また、同じ条件で、サポート受領尺度 6 項目について分析を実施
した結果、6 項目 1 因子構造を確認し、すべての項目で十分な因子負荷量の値を確認した
（表 3-2）。尺度の内的一貫性について検討を行うために、Cronbachのα係数を算出した結






（r=.80, p<.01; r=.12, p<.01）、「チームメイトとのコミュニケーションの欠如」「無気力











表 3-1 サポート提供尺度 探索的因子分析結果 
 
 


















































は-15 点から 16 点の間で示された（図 3-3）。また、先行研究（福岡，1997,1999; 山本ほ
か，2007; 谷口・田中，2011; Buunk and Prins, 1998）に準拠し、群分けを行った結果、

























































































































































































































  １）調査対象者 
  ２）調査内容 




   （２）尺度の再現性 










































アイデンティティー尺度（Athletic Identity Measurement Scale：AIMS）（Brewer and 









のコーピングスキルに影響を与えていること（Grove, Lavallee, and Gordon, 1997）、















調査対象者は関東地区の N大学、関西地区の O大学および、九州地区に所在する K、F大












競技者アイデンティティーの測定は Brewer and Cornelius (2001)によって作成された競































































































































































*   p<.05 





















働き（Anderson et al., 2009; Horton and Mack, 2000）やスポーツの実施・継続意思を評



















なったことから、先行研究（磯貝ほか，2001; Houle, Brewer, and Kluck, 2010; Horton 

















































































  ２）調査内容 
  ３）分析手順 
３．結果 
  １）評価尺度の信頼性・因子的妥当性の検証 
  ２）重回帰および単回帰分析による関係性の検討 





  ６）スポーツ・コミットメント形成モデルの特徴  
   （１）スポーツ・コミットメント形成モデルと実際のスポーツ実施状況
との関連 




















ティーとコミットメントの関連性について検討が行われている（Curry and Weaner, 
1987; Curry and Parr, 1988）。 
Horton and Mack (2000) は米国の 236名のマラソンランナーを対象に調査を実施した
結果、競技者アイデンティティーが高い者はスポーツに対するコミットメントも高いこと

















Stryker and Serpe (1982)は、ある行動に対する役割に対するアイデンティティーを維
持するために最も重要な要因は、そのアイデンティティーに関連する人間関係にあるとし
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